



















































































































汽車板（BNA）78）を引き継いだ。その後、華菱集団（Hunan Valin Iron and 







国最大の形鋼メーカーの「莱蕪股份（＝鋼管）」（Laiwu Iron and Steel）への






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ブラジル総粗鋼生産の96％を占めている（Brazil Steel Institute, Brazilian Steel Industry 




































はない（Arcelor Mittal South Afirca, Annual Report 2009; Annual Results for the Year to 
December 2010, pp. 10, 13, 19）。
75） 鉄鉱石に関しては長期協定（価格とコストプラス）によって Sishenおよび
Thabazambiの二つの鉱山から年間553万トン確保しているが、石炭に関しては
Tshikindeniから長期協定で年間26万トン入手しているにすぎず（Arcelor Mittal Fact 
Book, 2009, pp. 58‒59）、コークス、スクラップは外部市場に依存している。
76） WSDの世界鉄鋼企業業績評価によれば、2007年時点でアルセロール・ミッタル構
成企業のうち ArcelorMitttal South Africaは販売高税引き利益率および損益分岐点で
37.7％、14.2％で第１位にランキングされている（World Steel Dynamics, Financial 








81） 輸出入専門企業の ArcelorMittal International の販売事務所は中国国内６か所、代理
店11か所、ソリューション企業では Foundation Solutions（土木公共事業関連）、Con-



























89） Nirmalya Kumar, Pradipta K. Mohapatra, and Suj Chandrasekhar, India’s Global 
Powerhouses: How They Are Taking On the World, Harvard Business Press, p. 52.
90） われわれは2010年９月８日ルクセンブルグ本社で、後に述べるManagement Com-












たウィルバー・ロスも参加し、現在にいたっている（ArcelorMittal, Fact Book 2009, 
pp. 30‒33）。
92） Ibid., p. 34.
93） Ibid., p. 41. GMBのメンバーは当初６名から2009年８名に拡大されたものの少数精
鋭である。










部調達のリスクを分散化しているといわれている（U.S. Securities and Exchange 
Commission, ArcelorMittal, Annual and Transiton Report, Form 20-F, 2008, p. 40）。
99） 2007年夏季創刊号の ArcelorMittal 社内報 boldsprit, pp. 27, 29.
100）ArcelorMittal, Annual Report 2009, Management Report, pp. 29‒33.
101）この部分は2010年９月８日のインタビューによる。
102）同社はその販売政策を sell its products primary in local markets and through its 
centralized marketing organizationと特徴づけている（ArcelorMittal, Half Year Report 
2010, p. 3）。
103）U.S. Securities and Exchange Commission, op. cit., p. 41.
104）C. A.バートレット「新しい組織的課題」M. E.ポーター編著『グローバル企業の










る、統合ネットワークと定義している（Geoffrey Jones, Multinationals and Global 














（United Steel Workers, Basic Steel Industry Conference, Pittsburgh, December 2007, p. 11）、
その比率はその後さらに高まっていると予測される。
112）Ravi Ramamurti and Jitendra V. Singh, op. cit., p. 40.
113）ラクシュミは、鉱山業は原料供給の保障、鉄鋼配送費の節約、利益の安定化の観
点から重要であり、鉱山業は利益性の高い事業と述べている（Lakshmi Mittal, “The 
Future of our Business,” Investor Day Presentation, 16 September, 2010, p. 26）。
